
表紙・裏表紙写真の説明

表紙・裏表紙の撮影データ

撮 影 地：新潟市内

撮 影 日：2014年２月

使用機材：OLYMPUS E-P3／M.ZUIKO D IG ITAL 17㎜ F1.8／絞り：F2.0・

シャッター速度：80分の１秒（表紙）

OLYMPUS E-PM2／M.ZUIKO D IG ITAL ED 14-150㎜ F4.0-

5.6／絞り：F5.6・シャッター速度：250分の１秒（裏表紙）

コメント：表紙では、新装になった歯学部玄関を題材として、１号に引き続き広角レン

ズでの表現を試みました。35㎜判換算焦点距離で34㎜相当の画角で、広角と

しての広がり感をもたせつつ立体感が出るように、前回とは異なり浅い被写

界深度でインフォーカスの部分はシャープに、アウトオブフォーカスの部分

は柔らかくなだらかなボケ（Bokeh：日本語からの借用語）となるよう、被

写体までの距離と絞りを選択してみました。

裏表紙では望遠レンズでボケを扱ってみました。新潟市内ではこの冬ほとん

ど降雪はありませんでしたが、２月に一度みられた積雪の後に現れた軒下の

小さなつららを題材として、35㎜判換算で200㎜相当の焦点距離を使って、前

後に重なるインフォーカスとアウトオブフォーカスの部分で画像を構成して

みましたが、ズームレンズを使うとややボケに硬さが出てくるようです。

本誌中の写真の使用機材

ボ デ ィ：OLYMPUS E-３、E-P5、E-P3、E-PM2

レ ン ズ：ZUIKO D IG ITAL 11-22㎜F2.8-3.5、ZUIKO DIGITAL14-54㎜F2.8-

3.5Ⅱ、M.ZUIKO D IG ITAL ED 12㎜ F2.0、M.ZUIKO D IG ITAL

17㎜ F1.8、M.ZUIKO D IG ITAL 45㎜ F1.8、M.ZUIKO D IG ITAL
 

ED 60㎜ F2.8Macro、M.ZUIKO D IG ITAL ED 14-150㎜ F4.0-5.6

撮 影 者：林 孝文


